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(3)

て
大
会
出
場
規
定
等
が
ど
う
な
る

の
か
を
示
し
て
お
ら
ず
、
地
域
主

体
の
部
活
動
が
ど
の
よ
う
な
形
で

大
会
参
加
で
き
る
の
か
不
確
定
で

あ
る
。

市
教
委
と
し
て
は
、
国
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

情
報
の
収
集
や
共
有
を
し
、
部
活

動
を
よ
り
良
い
形
で
地
域
移
行
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

Ｑ
本
市
に
お
け
る
小
・
中
学

校
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

な
制
服
へ
の
変
更
や
多
目
的
ト
イ

レ
の
運
用
、
男
女
混
合
名
簿
の
導

望
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
併
せ

て
、
市
独
自
で
の
教
員
配
置
も
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ

い
てＱ

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
国

の
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
、
令
和

5
年
度
以
降
、
休
日
の
部
活
動
を

段
階
的
に
地
域
移
行
す
る
と
い
う

今
後
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。

本
市
に
お
け
る
部
活
動
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ
　
井
上
教
育
長

部
活
動
の
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル

を
主
催
す
る
中
学
校
体
育
連
盟
、

文
化
連
盟
、
吹
奏
楽
連
盟
な
ど

は
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
っ

岡
山
県
に
お
い
て
は
、
現
在
、

加
配
に
よ
り
、
小
2
ま
で
既
に
1

学
級
35
人
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

再
来
年
度
の
小
3
が
35
人
学
級
に

な
る
際
に
、
こ
れ
ま
で
少
人
数
指

導
や
生
徒
指
導
、
特
別
支
援
教
育

な
ど
に
人
の
配
置
を
し
て
い
た
加

配
に
影
響
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
声
も
伺
う
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
数
が
増
え
る
学

校
で
は
教
室
数
に
余
裕
が
な
い

ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
市
教
委
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
井
上
教
育
長

加
配
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
配
置

と
な
る
よ
う
に
県
教
委
へ
要
望
を

し
て
い
く
。

教
室
不
足
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
児
童
数
の
推
計
を
見
な
が
ら
、

施
設
整
備
の
検
討
を
す
る
と
と
も

に
、
財
政
支
援
を
国
に
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

要
望

こ
の
定
例
会
で
、
倉
敷
市
で

は
、
小
学
校
全
学
年
で
の
35
人
学

級
の
実
現
に
よ
り
、
60
人
程
度
の

教
員
の
増
員
が
必
要
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
必
要
な
加
配
が
な
く
な

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
県
へ
要

要
望

答
弁
に
あ
っ
た
通
り
、
こ
れ
ま

で
は
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
中
学
校

で
の
不
登
校
が
多
か
っ
た
が
、
近

年
は
小
学
校
の
不
登
校
出
現
率
が

伸
び
て
き
て
い
る
と
伺
う
。
引
き

続
き
早
期
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。35

人
学
級
に
つ
い
て

Ｑ
公
立
小
学
校
の
1
学
級
当

た
り
の
上
限
人
数
を
35
人

と
す
る
義
務
教
育
標
準
法
改
正
案

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

現
行
は
小
1
の
み
35
人
で
、
小

2
か
ら
小
6
は
40
人
だ
が
、
来
年

度
に
小
2
を
35
人
と
し
、
そ
の

後
、
学
年
ご
と
に
順
次
引
き
下

げ
、
2
0
2
5
年
度
に
全
学
年
を

35
人
と
す
る
。

現
在
、
政
策
的
に
配
置
し
て
き

た
「
加
配
定
数
」
か
ら
の
振
替
や

少
子
化
に
よ
り
、
財
政
支
出
は
ほ

ぼ
増
え
な
い
見
通
し
と
伺
う
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
の
小
中
学
校
に
お
け

る
不
登
校
の
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
井
上
教
育
長

平
成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
を

比
べ
る
と
、
小
学
校
で
は
38
人
増

の
218
人
、
中
学
校
で
は
18
人
増
の

334
人
。
不
登
校
出
現
率
は
全
国
、

岡
山
県
と
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い

る
。
近
年
、
小
学
校
の
不
登
校
出

現
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下

や
人
間
関
係
の
希
薄
さ
か
ら
く
る

友
人
関
係
の
も
つ
れ
や
、
ゲ
ー
ム

や
ス
マ
ホ
を
長
時
間
使
用
す
る
こ

と
に
よ
る
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な

ど
の
要
因
が
、
低
年
齢
化
し
て
き

て
い
る
。
欠
席
が
見
ら
れ
始
め
る

初
期
の
段
階
で
、
教
員
や
不
登
校

支
援
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
等
を
実

施
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
適
応
指
導
教
室
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
不
登

校
の
未
然
防
止
と
早
期
対
応
に
努

め
て
い
く
。
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定 例 会
一般質問
（2021年3月5日）

2021年2月

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

　

 

の
３
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

(2)

高
梁
川
流
域
学
び
直
し

支
援
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
こ
の
事
業
は
高
梁
川
流
域

圏
域
の
社
会
参
画
で
き
な

い
で
い
る
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

方
を
対
象
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
・
学
習
支
援
・
居
場
所
の
提

供
等
を
実
施
し
、
ま
た
、
幅
広
い

年
齢
の
方
を
対
象
と
し
た
夜
間
の

学
び
直
し
講
座
を
開
講
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
事
業
の
実

施
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
　
黒
瀬
教
育
次
長

平
成
29
年
7
月
か
ら
、
く
ら
し

き
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
西
ビ
ル
5
階

に
、
ま
な
び
ば
i
p
p
o
（
い
っ

ぽ
）
を
開
設
し
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
9
時
か
ら
18
時
ま
で
学
び

直
し
を
支
援
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
か
ら
、
岡
山
県
に

よ
る
夜
間
中
学
の
設
置
に
関
す
る

調
査
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る

公
民
館
等
を
活
用
し
た
夜
間
学
び

直
し
推
進
事
業
を
受
託
し
、
毎
週

水
曜
日
21
時
ま
で
の
対
応
を
し
て

お
り
、
令
和
2
年
度
は
1
月
末
時

点
で
351
人
が
利
用
し
て
い
る
。

Ｑ
夜
間
学
び
直
し
推
進
事
業

の
利
用
状
況
は
。

Ａ
　
黒
瀬
教
育
次
長

居
住
地
は
倉
敷
市
が
304
人
、
総

社
市
が
22
人
、
高
梁
市
11
人
他
と

な
っ
て
い
る
。

夜
間
中
学
の
設
置
に
つ
い
て

Ｑ
公
立
中
学
校
の
夜
間
学

級
、
い
わ
ゆ
る
「
夜
間

中
学
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
7
年
施
行
の
教
育
機
会
確

保
法
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
は

全
て
の
都
道
府
県
と
20
の
政
令
指

定
都
市
に
設
置
を
促
し
て
い
る

が
、
今
年
の
１
月
末
時
点
で
、
設

置
は
10
都
道
府
県
と
7
政
令
市
の

34
校
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

菅
（
す
が
）
総
理
大
臣
は
、
今

年
の
1
月
25
日
の
衆
議
院
予
算
委

員
会
に
お
い
て
、
不
登
校
な
ど
で

十
分
な
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
人

た
ち
へ
の
学
習
機
会
の
確
保
と
し

て
、
今
後
5
年
間
で
、
全
て
の
都

道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
に
、
少

な
く
と
も
1
か
所
ず
つ
設
置
す
る

こ
と
を
目
指
す
考
え
を
示
さ
れ

た
。公

立
夜
間
中
学
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
県
教
委
か
ら
倉
敷
市
教
委

に
設
置
の
打
診
は
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
、
市
教
委
と
し
て
、
夜
間
中

学
の
設
置
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
井
上
教
育
長

岡
山
県
に
お
い
て
現
在
夜
間
中

学
は
未
設
置
。

県
の
調
査
委
員
会
の
報
告
や

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。
現
時
点
で
は
、
県
教
委
か
ら

の
倉
敷
市
教
委
に
設
置
の
打
診
は

な
い
。

要
望

県
教
委
か
ら
打
診
が
あ
れ
ば
、

県
立
倉
敷
天
城

中
と
市
立
中
ど

ち
ら
に
設
置
す

る
の
か
、
場
所

も
含
め
て
引
き

続
き
議
論
し
て

い
き
た
い
。

　
１
　
教
育
行
政
に
つ
い
て




